
第10次札幌市環境保全協議会 プロジェクト実施結果（概要）

にぎわい商店街エコトーププロジェクト1

【目的と目標】
○第9次協議会以前アプローチの無かった商店街をフィールドにし
た、市民向けの省エネ行動への啓発・実践を実施する。
○ハツキタ商店街や発寒小学校と連携して、商店街や学校と連携し
た事例（ベタープラクティス）を構築することにより、市内にお
ける他の商店街や町内会、学校等への広がりを目指す。

実施内容
①ハツキタ商店街のイベントにおける啓発活動の実施
ハツキタ商店街で実施予定の各種イベントにおいて、来場者へ向
けた省エネ、節電等に関する啓発活動を実施した。
[開催イベント]
H28：夏マルシェ（7月）、ハロウィン（10月）、

スノーキャンドル（1月）
H29：夏マルシェ（7月）、秋マルシェ（9月）
[実施内容]
H28：環境教育ゲーム、アトム通貨やエコライフレポートを活用

した節電・環境保全行動促進プログラム 等
H29：環境教育ゲーム、燃料電池自動車（玩具）の体験教室、

スケルトン型ごみ収集車を活用したごみ減量教室 等
※五天山あさいち商店街への広がり事例あり

②賃貸住宅選び方マニュアルの作成・普及
市内の約半数の世帯が暮らしている賃貸住宅の低炭素化のための
足掛かりとして、消費者の意識・行動を変革するため、本協議会
で実施した「賃貸住宅の居住者（大学生・専門学校生）向けアン
ケート」の結果を踏まえ、省エネの観点で賃貸住宅を選ぶ際のマ
ニュアルを検討した。（今後公表予定）

資料１

札幌市内事業所における省エネ活動推進プロジェクト2 環境に優しい移動方法普及プロジェクト3
【目的と目標】
○対策を進めるべきボリュームゾーンを把握するとともに、既存施
策における改善点を抽出する等により、業務部門の効果的な温室
効果ガス排出量の削減へ向けた施策を検討する。
○事業所における温室効果ガスの削減に向け、国の補助金の活用や
企業の従業員を通じた取組の展開を図る。
○事業所における省エネ診断や従業員による省エネ行動の実践を事
例として創出し、他事業所等への展開を目指す。

実施内容

①市内事業者の従業員や顧客に向けた意識向上プログラムの実施
国民運動「COOL CHOICE」（環境省）や、「さっぽろスマート
シティプロジェクト」（札幌市）と連携し、市内事業者の従業員
や、店舗等での顧客に向けた省エネ行動の意識向上プログラム
（節電ポスター掲示等）を実施した。
第3回会議において、啓発的なものではなく、より効果的にCO2の削減に結び付
く仕組みを構築すべきという意見があり、下記②の取組を推進することとした。

②業務部門対策チームの設立・運営
協議会で意見のあった、ボリュームゾーンの把握、今後実施すべ
き適切な取組・対象の検討を行うため、標記チームを設立し、温
室効果ガス排出量及びエネルギー消費量の現状や市の事業の実施
状況等を踏まえ、市民、事業者等との協働や、新たな技術開発・
制度設計等も見据えながら、業務部門対策について協議・検討を
行った。
[構成メンバー] プロジェクトメンバー及び関係市職員
[検討内容] ターゲットとなる業種の検討、ビルの断

熱改修、厨房排気等の熱回収、照明の省
エネ化、事業者への動機付け等

【目的と目標】
○自動車からのCO2排出量の削減へ向け、各主体との連携により、
市民による低炭素な移動手段の選択を促進するための啓発等を実
施する。
○公共交通機関等の各主体どうしの連携を強化することにより、よ
り効果的な啓発活動や実践事例の広がりを目指す。

実施内容
○既存イベントの活用による普及啓発の実施
既存イベントを活用した情報発信や各種体験イベントの実施等に
より、低炭素な移動手段の選択を促進するための普及啓発を実施
した。

－環境広場さっぽろ－
環境保全協議会ブースを出展し、来場者に対して啓発活動を実施
した。
H28：ベロタクシー試乗会、ポロクル等の展示、交通すごろく、

市電ループ化映像の放映、アンケート、各種パンフレット
の配布 等

H29：ベロタクシー試乗会、ポロクル等の展示・試乗会、
寒冷地仕様電気自動車の展示、各種パンフレット配布 等

－だい・どん・でん！＆北海道バスフェスティバル－
大通～すすきの周辺を歩行者天国にして行う本イベントにて、公
共交通の利用促進に係る下記の取組を行った。
H28：路線バス車両の展示、バスの乗り方教室、参加者の

行動宣言（ベロタクシーラッピング） 等
※だい・どん・でん！単独開催

H29：路線バス車両の展示、バスの乗り方教室、バスぬり絵、
アンケート 等
※だい・どん・でん！＆バスフェスティバル同日開催

※SAPICAポイントの活用についても検討したが、実施ならず。

【第10次協議会の目標】
市内の温室効果ガス排出量の約9割を占める、家庭・業務・運輸の3部門について、市民や事業者等との連携により一層の省エネ対策を推進するため、
委員が持つネットワークやフィールドを活用してプロジェクトを進め、ベタープラクティスを創り、広げていく。

○発寒小ミニ児童会館と連携した環境教育プログラムの実施
将来を担う子どもの意識の醸成と行動の促進をへ向け、発寒小ミニ児童会館の環
境クラブと連携し、地球温暖化について身近に感じるための体験プログラムを検
討したが、実施には至らなかった。
[実施アイディア（案）]
ミニ児童会館で例年実施している環境プログラムと連携し、体験を通じて、道
（市）内の農作物に対する気候変動（異常気象、気温上昇等）の（悪）影響と温
暖化対策の重要性について学習する。

－未実施の取組－
○環境省「CO2削減ポテンシャル診断」を活用した市内事業者への
エネルギー削減アドバイスの実施
平成28年度は、市内のいくつかの事業者に打診、平成29年度は、「業務用建築
物の所有者向けアンケート」※にて上記事業に興味があると回答いただいた所有
者に対し、事業案内を送付したが、活用事例は作れず。
札幌市では、省エネの総合窓口を開設し、省エネルギーに関するサービス、人材
育 成 、 普 及 啓 発 を 行 う 事 業 者 の 支 援 を 開 始 す る と こ ろ 。
※次年度以降も、拡大実施していく予定

－未実施の取組－

○「公共交通の日」の設定
小学生向け環境情報誌「エコチル」で実施した、「公共交通アイ ディアコンテ
スト」で札幌市長賞となった「公共交通の日」の設定へ向け、協議会の形成を検
討したが、設定に向けた議論が必要等の理由により、実施ならず。

－未実施の取組－


